
■市民の皆様からいただいた「市長への手紙」に対する回答の内容をまとめました。 

 

 

 

 

 

■回答したもの（受付年月 令和元年１２月分） 

※回答済みのもののうち、１件は個人情報に関する趣旨となっており、下記に内容を掲載しておりませんので御了承下さい。 

対応状況凡例：○＝手紙の内容に応じて対応済 

                                                                    △＝手紙の内容を検討中  

                                                                    ×＝手紙の内容に対応できない                       

NO. 種別 件名 要旨 
対応 

所管課 
内容 状況 

１ 手紙 
公共下水道敷設に

ついて 

周辺市町村と比較すると敷設の計画・規模が

劣っていると思います。合併浄化槽への補助があ

り、それで補っているとはいえ公共下水道整備は

大型台風等の水害も鑑みるに望ましく優先的に施

策されるとありがたく思います。 

現在市役所・島田駅周辺のみでしか公共下水道

は展開されていないので市全域での迅速な計画・

立案・実行をして欲しいと思います。武蔵小杉の

事象を鑑みると公衆衛生の観点から分流式下水道

が採用されるのが望ましいと考えます。 

予算の配分等もあると思いますがご一考いただ

けるとありがたく思います。 

島田市の下水道は分流式で、汚水と雨水を分けて

流しています。 

先に汚水処理から、説明いたします。市では汚水

処理の向上により、水質の保全と生活環境改善を図

るため、下水道整備や合併処理浄化槽の普及推進を

行っています。下水道整備に関しましては、御指摘

のとおり、島田市の下水道普及率は供用を開始した

平成７年４月から20年以上経過していますが、平成

31年3月末の時点で約11％に留まっています。（全

体計画区域1,087haのうち218.17haで供用開始）下

水道整備は下水道管の敷設工事、処理施設である浄

化センターの維持管理のために莫大な費用を必要と

します。予算の有効活用のために、市では人口集中

地域や費用対効果の高い地域を下水道による汚水処

理とし、人口密度が低い地域や浄化センターへ汚水

の流入が不可能な地域は合併処理浄化槽による汚水

処理として、エリアを分けて汚水処理の向上を目指

しています。〇〇様がお住まいの初倉地区につきま

しては、浄化センターへの汚水の流入が不可能な地

域となりますので、合併処理浄化槽による汚水処理

エリアとさせて頂いています。限られた予算の中で

汚水処理の向上を図っておりますので、御理解のほ

どお願いいたします。 

次に雨水処理（雨水の排除）について説明いたし

ます。分流式では雨水と汚水が合流しないため、雨

水は河川に直接放流します。島田市では、前文に記

した下水道全体計画区域1,087ha（旧市内、六合）
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○対象となった市長への手紙   ： ４件（ただし、匿名等で回答していない市長への手紙は除く。） 

 うち回答済みの件数      ： ４件 

 うち回答作成中の件数     ： ０件 

○対象とならなかった市長への手紙：２０件（匿名、回答不要、市政に直接関係のない内容のもの。） 



や初倉地区・金谷地区の平地部におきまして、都市

下水路整備計画を作成し、それを基に整備を進めて

います。また、その他の地区では、準用河川・普通

河川の改修事業を進めています。 

現在は、浸水被害が発生した箇所を中心に、予防

対策として水路の改修やバイパス水路の新設等も

行っています。汚水処理同様に限られた予算での整

備になりますが、市民の安全と財産を守るよう推進

します。 

２ メール 

広報しまだ 12 月号

ｐ20.「諏訪原城講

演会」参加募集に

ついて 

掲題の講演会に参加を申し込もうとしたら、参

加申し込みは、「氏名（ふりがな・住所・電話番

号・参加人数（3人まで）を記入の上、往復はがき

またはファックスで博物館課へ」とあります。な

ぜ、『往復はがき』または『ファックス』でなけ

ればならないのでしょうか。博物館課には『Ｅ

メール』があるのに、なぜダメなんでしょうか。

他課が募集する要項では、ＥメールやＱＲコード

での応募が可能なものがあります。島田市は「デ

ジタル変革宣言」をしたばかりですが、普通に市

民が応募しやすい方法を考えたら、他課のように

Ｅメールでも応募できるよう、案内を市全体で統

一していただきたい。 

ご指摘に基づいて、早速電子申請システムを活用

することとし、12月20日より同システムでも並行し

て募集を開始いたしました。なお、市が行う様々な

募集等においては、特別な事情がない限りＥメール

若しくは電子申請等の電子的な応募方法を活用して

いきたいと考えております。 

〇 

広報情報課 

36-7133 

 

博物館課 

36-7967 

３ メール 

静岡市長との大井

川近隣市町村長の

話し合い報道につ

いて 

16 日午後 9 時のニュースで、静岡市長が座長に

なって「ＪＲリニア新幹線」の件について、近隣

市町長が会して話し合いがなされたとの報道があ

り、知りました。会議後、一同が並んで報道陣に

対して、会議の結果を踏まえての、報告がされて

いました。その場で、本川根町町長の鈴木氏が

「静岡市が早々にＪＲと合意した」ことに関して

苦言を呈しました。静岡市は、建設資材の運送の

ために、静岡と井川間の道路整備、トンネル建設

などを一気に進めることができるというと「見返

り」があるために、川勝県知事との連携を考慮す

ることなく、早期にＪＲの策に乗ってしまったよ

うです。大井川の水問題など静岡市から見れば、

とるに足らない問題であったのでしょう。しか

し、大井川の水が、藤枝市、焼津市、島田市、牧

之原市、掛川市、袋井市の飲料水・産業にかかわ

る問題であることが、その後に分かり、「勇み

足」であったことがようやく分かってきたようで

す。今日の報道陣との会見では、鈴木本川根本町

〇〇様が御覧になったニュースは、広域行政を

テーマに開催された「静岡中部５市２町首長会議」

に関するものと思われます。会議後の記者会見で、

報道機関から川根本町長と静岡市長にリニア中央新

幹線に関する意見が求められ、それに答えた場面が

一部ニュースで取り上げられたものと認識していま

す。私を含め他の市町長には意見を求められておら

ず発言はしておりません。 

リニア中央新幹線整備に係る大井川水系の流量減

少をはじめとする水問題は、当市のみならず流域８

市２町の60万人を超える住民の生活、そして経済活

動に大きく関わるものです。島田市は大井川の「地

元中の地元」であるとの責任を強く持ち、私は然る

べき場で他市町以上に積極的に発信してきました。 

当市が毎年実施している市政に関する市民意識調

査の今年度の結果において、60％を超える市民が

「流量減少対策に不安を感じている」と回答し、調

査を開始した平成26年度以降一番高い結果となりま

した。また、その結果を地区別に見ても大きな違い

〇 
戦略推進課 

36-7120 



長の静岡市に対する苦言を、鈴木氏を孤立させる

ことなく、市長町の皆さんがそろって援護し、静

岡市に猛省を促してゆく、絶好の機会であったの

ではありませんか。旧川根町に住んでいる私は、

鈴木本川根町長の勇気ある発言に、なぜ、応援の

言葉を出していただけなかったのか、残念でしょ

うがありませんでした。昭和 50 年、静岡県議会で

「大井川の水問題を県政の最重要課題に」（Ｐ１

４２『この歳月をよしとしよう』）と題し、県政

史に残る大論陣を張った、河畑房次さんの論文を

お読みいただきたいと思います。そして、河畑氏

の論にもありましたが、久野脇堰堤より下流、島

田市河口間の大井川の流水の減少を忸怩たる思い

で眺めている、旧川根町の住民の思いに沿ってい

ただきますようお願いしたいと思います。ぜひ、

このＪＲリニア問題では川勝県知事と連携して、

大井川流域の 100 年後の未来のために、禍根をの

こさないように、積極的な関りをお願いしたいと

思います。私たちの子どものころには、大井川が

川魚釣りを教える場であったし、泳ぎを教える場

であったし、子供を成長させる大きな自然の場で

した。今は、小さな、浅い川、魚もいない、流さ

れる心配もない危険の匂いもない、ひ弱な川に

なってしまい、魅力もなく、子供たちも見向きし

ません。ただし、川口発電所より下流の島田市の

方々には、昔と変わらない水流のある、魅力的な

大井川に映っていることでしょう。そこが島田市

民全体の問題になりえないのかもしれません。市

民間に温度差が生じているようです。行政の力で

一体の問題に練り上げていってほしいと思いま

す。「温故知新」、旧川根町の町民が水問題で立

ち上がった歴史があったことを、どうぞ、お気に

留めいただきたい。豊かな大井川の水があって、

お茶の産業は成り立ちます。川霧が川根茶を作っ

ています。飲料水利用の問題だけでなく「水の都

島田」の主要な産業にも深く関係していることで

あると思います。どうぞ、よろしくお願いいたし

ます。 

はなく、このことからもリニア水問題は市内全域に

おける市民共通の課題として認識されてきたものと

捉えています。 

今日の島田市の発展は、表流水に留まらず地下水

までを含めた大井川の水を礎としています。南アル

プスを源とするその恵は、農林業・工業・観光業の

成長に加え、ここにしかない歴史・文化の創造に大

きく寄与してきました。当市にとって大井川の水

は、まさに「命の水」であります。 

大井川は、住民の皆さんの水返せ運動や県議会議

長も務められた河畑房次氏の御尽力などにより現在

の姿があります。この「命の水」を未来へと確実に

引き継ぐことが、今を預かる我々の責務であること

は言うまでもありません。下流も上流もなく、それ

こそ「オール島田」で「オール静岡」態勢を支え、

リードすることが島田市のやるべきことでありま

す。 

これからも、静岡県、周辺市町、利水者の皆様と

ともに「オール静岡」の態勢で ＪＲ東海と対話を

進めてまいります。御理解、御支援をお願いいたし

ます。 

 


